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研究成果の概要：本研究では、危機管理に必要なリスクを「被害の生起確率と被害の重

大性の積」で与えられる期待効用と考え、これを条件制約として ANP の評価過程に組

み込んだ。これにより、各種災害（噴火、地震、台風、津波などの大規模な自然災害

など）に関わる確率的要因を含めることが可能な一つの危機管理型意思決定機構を構

築した。 
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１．研究開始当初の背景 

近年、噴火、地震、台風、津波などの大規模

な自然災害が相次いで発生し、緊急時の危機

管理に基づく為政者や防災担当者の意思決

定のあり方が重要になってきた。被害者の社

会生活を根本から破壊する大規模災害に対

する対処の遅れは大きな社会問題を惹き起

こすため、災害時の対処に関わる意思決定の

迅速性、的確性が求められている。したがっ

て、このような危機管理に対応できる意思決

定機構の構築が求められていた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、まず、各種災害に関わる要

因を負の効用、従来の意思決定における

評価基準を正の効用と捉え、この総合効

用を評価のフィードバック構造をもつ

ANP に組み入れる。これにより、各種災
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害、負の外部要因を考慮する事のできる

危機管理型意思決定機構を構築するこ

とを目的とする。 

 

３．研究の方法 

①ANP の基盤である超行列に現れる階層性、

ネットワーク性（フィードバック性）の関わ

りについてシステム論の立場から考究し、リ

スク要因である外部条件の導入法について

検討する。 

②リスクを負の効用として見なせる事から、

従来の評価のための要因を正の効用として、

双方の和を総合評価関数として定義し、これ

を外部条件とする。 

③この外部条件の導入により、超行列の要素

に対す数学的制約が崩れることから、階層性、

フィードバック性、外部条件制約との関係を

システム論における条件付フィードバック

システムの観点から再構築する。 

④意思決定者が集団の場合、類似意見の統合

やクラスタリングが有効のため、これらの手

法について考究する。 

⑤噴火、地震、台風、津波などの大規模な自

然災害時において考慮されるべきリスク要

因の超行列要素への与え方、について調査す

る。 

⑥リスクを考慮する事のできる危機管理型

意思決定機構の構築を行う。 

 

４．研究成果 

(1) 期待効用を応用したリスク管理型AHP 

 本研究では、意思決定者の満足度と発生す

るリスクの両方の立場から評価できる意思

決定手法を開発した。すなわち、意思決定の

ための評価値を効用として捉え、満足度を正

の期待効用、リスクを負の期待効用とし、こ

れらの効用を線形結合することによって総

合的な見地から意思決定を行える手法を提

案している。 

(2)リスク管理型ANPに関する一考察 

 ここでは、危機管理に必要なリスクの表現

を「被害の生起確率と被害の重大性の積」と

し、これをANPにおける評価過程に組み込ん

だ。これにより、各種災害（噴火、地震、

台風、津波などの大規模な自然災害など

）に関わる確率的要因を含めることが可

能な一つの危機管理型意思決定機構を

構築した。 

(3)ファジィ分類行列による集団意思決定の

ためのクラスタリング 

 ファジィ行列の推移性を活用して、類似意

見の統合を図ることのできるファジィ分類

行列を新たに提案した。これによって、集団

意思決定問題における全意思決定者の評価

の類似性を一括して整理し、効率的に意見の

クラスタリングを行うことができる。 
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